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―自衛官は侵略戦争の銃を握るな！防衛・治安出動命令を拒否しよう！―

（
１
）
中
国
侵
略
戦
争
態
勢
確
立
図
る

日
帝
岸
田
政
権
を
打
倒
し
よ
う

４
・
10
日
米
首
脳
会
談
は
、
日
米
同
盟
を

対
中
国
侵
略
戦
争
同
盟
に
飛
躍
さ
せ
る
歴
史

的
転
換
攻
撃
だ
。
岸
田
首
相
は
、
日
米
同
盟

を
「
最
大
の
戦
略
的
挑
戦
者
＝
中
国
」
を
打

倒
す
る
た
め
の
戦
争
同
盟
で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
、
日
本
が
「
米
国
と
肩
を
並
べ
て
立
つ
」

ま
で
に
な
っ
た
と
述
べ
た
て
た
。
中
国
人
民
、

ア
ジ
ア
人
民
と
世
界
を
核
戦
争
の
惨
禍
に
叩

き
込
む
帝
国
主
義
の
中
国
全
面
侵
略
戦
争
に

「
日
本
は
米
国
と
と

も
に
あ
る
」
と
す

る
岸
田
の
「
世
界

戦
争
推
進
」
発
言

を
絶
対
に
許
し
て

は
な
ら
な
い
！

「
肩
を
並
べ
る
」

と
は
陸
海
空
自
衛
隊
が
基
地
の
提
供
や
後
方

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
最
前
線
に
立
っ
て
戦
い
、

南
西
諸
島
で
の
「
玉
砕
戦
」
、
台
湾
人
民
・

中
国
人
民
に
「
台
湾
玉
砕
戦
」
を
強
い
る
こ

と
を
指
す
。
Ｆ
35
や
オ
ス
プ
レ
イ
や
第
８
師

団
司
令
部
ヘ
リ
の
墜
落
事
故
、
そ
し
て
今
回

の
海
自
ヘ
リ
２
機
の
夜
間
「
査
閲
」
訓
練
中

の
衝
突
墜
落
事
故
を
意
味
す
る
。
「
米
軍
と

肩
を
並
べ
て
」
戦
争
に
突
入
で
き
る
レ
ベ
ル

ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
「
付
け
焼
き
刃
の

見
通
し
の
な
い
」
「
殺
人
的
」
訓
練
が
全
自

衛
隊
全
自
衛
官
を
襲
っ
て
い
る
。

兵
士
諸
君
！
侵
略
戦
争
の
銃
を
握
る
な
！

他
国
の
兵
士
を
殺
す
中
国
侵
略
戦
争
動
員
命

令
を
拒
否
し
よ
う
。

日
米
同
盟
の
核
心
は
対
中
国
の
軍
事
同
盟

だ
。
そ
の
実
態
は
沖
縄
基
地
だ
。
台
湾
と
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
戦
争
を
構
え
、
沖
縄
＝
南

西
諸
島
と
日
本
列
島
の
「
戦
力
態
勢
の
最
適

化
」
を
急
速
に
進
め
、
さ
ら
に
推
進
す
る
と

宣
言
し
た
。
尖
閣
諸
島
周
辺
＝
台
湾
で
中
国

軍
と
の
軍
事
衝
突
が
発
生
す
れ
ば
、
安
保
条

約
第
５
条
を
適
用
し
「
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

能
力
を
」
戦
力
投
射
し
て
、
自
衛
隊
が
米
軍

と
と
も
に
中
国
侵
略
戦
争
に
突
入
し
て
い
く

態
勢
が
実
戦
的
に
確
立
さ
れ
、
動
き
だ
し
て

い
る
の
だ
。
中
国
ア
ジ
ア
人
民
と
の
「
連
帯
」

を
今
こ
そ
血
を
流
し
て
で
も
貫
こ
う
！

（
２
）
戦
争
絶
対
反
対
で
、
突
き
進
む

戦
争
国
家
化
阻
止
と
排
外
主
義
粉
砕
へ
！

２
０
２
２
年
国
家
安
全
保
障
戦
略
策
定
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
と
軍
事
費
の
際
限
な

き
拡
大
、
防
衛
産
業
強
化
と
武
器
輸
出
解
禁

は
最
新
鋭
戦
闘
機
輸
出
を
認
め
る
ま
で
に
な
っ

た
。
戦
略
物
資
の
供
給
網
の
確
保
と
そ
こ
か

ら
の
中
国
の
排
除
締
め
付
け
、
日
米
共
同
生

産
体
制
の
構
築
強
化
、
継
戦
体
制
構
築
強
化

＝
全
国
港
湾
の
重
要
港
湾
指
定
、
滑
走
路
延

長
や
水
深
確
保
の
た
め
の
暴
力
的
工
事
推
進
、

全
国
の
自
衛
隊
基
地
の
弾
薬
庫
増
設
、
血
液

製
剤
の
独
自
生
産
確
保
な
ど
、
米
軍
と
「
肩

を
並
べ
て
」
一
体
的
に
戦
う
総
力
戦
遂
行
態

勢
を
全
領
域
で
進
め
て
き
た
。

対
中
国
戦
争
の
た
め
の
日
米
韓
軍
事
同
盟
、

日
米
比
軍
事
同
盟
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
、
日
米
豪

印
軍
事
同
盟
の
「
中
軸
軍
」
が
「
日
米
同
盟
」

と
「
日
米
統
合
軍
」
だ
。

日
米
統
合
作
戦
司
令
部

設
置
、
そ
の
た
め
の
在

日
米
軍
司
令
部
の
機
能

強
化
、
自
衛
隊
統
合
軍

司
令
部
設
置
が
決
定
さ

れ
全
速
力
で
動
き
出
し

た
。
自
衛
隊
と
兵
士
に
「
絶
望
的
飛
躍
」
が

強
制
さ
れ
、
軍
事
と
軍
部
の
「
絶
望
的
」
強

大
化
・
凶
暴
化
と
排
外
主
義
攻
撃
が
徹
底
的

に
扇
動
さ
れ
る
。
排
外
主
義
攻
撃
を
打
ち
破

り
階
級
と
兵
士
を
組
織
し
ぬ
く
共
産
主
義
者

の
責
務
は
い
よ
い
よ
決
定
的
に
な
っ
た
。
闘

う
ア
ジ
ア
・
中
国
人
民
と
連
帯
し
、
日
帝
の

中
国
侵
略
を
内
乱
へ
転
化
し
、
自
国
帝
国
主

義
を
打
倒
す
る
革
命
へ
と
も
に
進
撃
し
よ
う
！

巻頭言



３
・
11
集
会
・
デ
モ
、
全
国
か
ら

４
７
０
名
の
結
集
で
大
成
功
！

福
島
原
発
事
故
か
ら

13
年
の
今
年
、

３
月

11
日
福
島
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
集
会
・
デ
モ
が
全
国
か
ら
４
７
０

名
の
参
加
で
大
成
功
し
ま
し
た
。
今
年

の
３
・
11
を
め
ぐ
っ
て
は
、
２
年
目
と

な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
、
昨
年
か

ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民

虐
殺
攻
撃
な
ど
戦
争
の
激
化
、
そ
し
て

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
、
３
・
11

集
会
直
前
２
月

28
日
の
「
８
・
６
暴

処
法
弾
圧
」
と
い
う
か
つ
て
な
い
一
大

弾
圧
攻
撃
の
中
で
、
こ
う
し
た
戦
争
と

弾
圧
攻
撃
に
福
島
―
全
国
の
労
働
者
人

民
の
怒
り
が
爆
発
す
る
感
動
的
な
闘
い

と
し
て
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

13
時
か
ら
開
会
し
た
集
会
は
、
主
催

者
挨
拶
、
基
調
報
告
に
続
き
、
日
帝
岸

田
政
権
―
東
電
に
対
す
る
「
福
島
の
怒

り
」
の
発
言
が
次
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

浪
江
町
希
望
の
牧
場
の
吉
沢
さ
ん
は

「
原
発
の
時
代
を
必
ず
乗
り
越
え
る
決

意
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
不
屈
の

決
意
を
語
り
、
漁
師
の
小
野
さ
ん
は

「
み
な
さ
ん
の
力
で
海
洋
放
出
を
今
か

ら
で
も
遅
く
な
い
か
ら
止
め
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
、
飯
館
村
の
伊
藤
さ
ん
は
「
原

発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
３
０
０

年
経
た
な
い
と
元
に
戻
ら
な
い
の
が
原

発
事
故
で
す
」
と
怒
り
を
込
め
て
語
り

ま
し
た
。
３
・
11
実
行
委
員
会
共
同
代

表
の
鈴
木
さ
ん
は
「
反
原
発
闘
争
は
戦

争
に
反
対
す
る
こ
と
に
必
ず
通
じ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
、
い
わ
き
市
の

畜
産
農
家
の
方
は
「
私
た
ち
福
島
の
農

家
は
三
里
塚
・
沖
縄
と
固
く
結
び
、
原

発
反
対
、
戦
争
反
対
で
こ
れ
か
ら
も
闘
っ

て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
福
島
の
人
々
の
怒
り
と
不
屈

の
決
意
は
参
加
者
に
大
き
な
感
動
と
反

戦
・
反
原
発
・
反
核
の
新
た
な
決
意
と

決
起
を
感
動
的
に
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
集
会
で
は
、
広
島
の
福
井
さ

ん
が
「
８
・
６
暴
処
法
弾
圧
粉
砕
ア
ピ
ー

ル
」
と
し
て
「
本
年
８
月
６
日
の
集
会
・

デ
モ
を
例
年
通
り
原
爆
ド
ー
ム
前
で
行

い
、
そ
れ
以
上
の
結
集
で
勝
ち
取
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
断
固
た
る
実
力
闘

争
を
訴
え
、
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ

り
ま
し
た
。
ま
た
医
師
の
杉
井
さ
ん
が

「
ふ
く
し
ま
共
同
診
療
所
」
設
立
の
原

則
を
一
部
の
メ
ン
バ
ー
が
否
定
す
る
動

き
を
し
て
い
る
こ
と
を
弾
劾
し
、
「
私

は
今
後
も
原
則
を
曲
げ
ず
に
福
島
に
関

わ
り
続
け
ま
す
」
と
強
固
な
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
全
国
の
闘
う
仲
間
か
ら
、

最
初
に
能
登
震
災
現
地
か
ら
動
労
総
連

合
北
陸
の
出
口
さ
ん
が
「
能
登
の
人
々

は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
・
・
・
・
さ
ら
に
闘
い
を
広
げ
て

原
発
を
廃
止
し
て
い
こ
う
」
と
発
言
し

大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

続
い
て
「
48
時
間
ス
ト
に
決
起
す
る
」

と
動
労
千
葉
の
関
さ
ん
、
三
里
塚
反
対

同
盟
の
伊
藤
さ
ん
、
改
憲
阻
止
!
大
行

進
沖
縄
の
赤
嶺
さ
ん
な
ど
次
々
に
全
国

の
仲
間
た
ち
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

黙
禱
、
行
動
提
起
を
全
体
の
圧
倒
的

拍
手
で
確
認
し
団
結
頑
張
ろ
う
の
後
、

福
島
駅
前
ま
で
の
デ
モ
行
進
に
打
っ
て

出
ま
し
た
。
警
察
・
右
翼
の
妨
害
、
弾

圧
を
完
全
に
粉
砕
し
、
沿
道
の
労
働
者

人
民
の
圧
倒
的
注
目
を
受
け
、
成
功
裏

に
デ
モ
を
や
り
抜
き
ま
し
た
。

３
・
11
以
後
の
闘
い
と
福
島
を
め

ぐ
る
重
要
な
動
き

３
・
11
集
会
と
デ
モ
の
大
成
功
後
、

３
月

19
日
の
福
島
県
議
会
で
、
自
民

党
が
汚
染
水
海
洋
放
出
を
め
ぐ
っ
て
２

月
の
日
教
組
教
研
集
会
で
「
教
育
現
場

で
汚
染
水
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど
と
難

癖
を
つ
け
、
「
教
育
現
場
で
処
理
水
と

教
え
ろ
。
そ
の
た
め
に
文
科
省
の
副
読

本
を
使
え
」
な
る
と
ん
で
も
な
い
意
見

書
を
強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
は
こ
の
日

徹
底
弾
劾
行
動
に
決
起
し
ま
し
た
。

さ
ら
に

23
日
に
は
宮
城
の
女
川
原

発
が
９
月
に
も
再
稼
働
を
狙
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
抗
議
す
る
集
会
が
仙
台
市
で

2

「汚染水放出するな！」と訴えデモ

（３月 11 日 福島市）



開
催
さ
れ
、
私
た
ち
は

19
日
の
闘
い

に
続
い
て
総
力
で
参
加
し
、
集
会
後
は

福
島
県
教
組
な
ど
福
島
や
東
北
の
労
働

組
合
と
共
に
一
番
丁
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど

繁
華
街
の
デ
モ
を
や
り
切
り
ま
し
た
。

４
月

17
日
、
米
軍
ヘ
リ
が
福
島
市

の
山
に
緊
急
着
陸

４
月

17
日
午
後
２
時
頃
、
福
島
市

南
部
の
山
中
の
空
地
に
米
軍
横
田
基
地

所
属
の
Ｕ
Ｈ
１
ヘ
リ
２
機
が
突
然
強
行

着
陸
し
ま
し
た
。
「
１
機
の
警
告
灯
ラ

ン
プ
が
つ
い
た
か
ら
着
陸
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
の
戦
場

化
、
戦
争
に
向
け
て
全
国
の
空
港
、
港

湾
の
使
用
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
日
米

の
戦
争
体
制
構
築
の
動
き
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
中
で
の
動
き
で
あ
り
、
「
警
告

灯
云
々
」
は
口
実
で
、
米
軍
機
の
緊
急

着
陸
の
既
成
事
実
化
の
動
き
の
可
能
性

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
数
年
前
だ
と
思

い
ま
す
が
、
山
形
空
港
に
米
軍
機
が
や

は
り
機
器
の
不
具
合
を
理
由
に
緊
急
着

陸
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
東
北
防

衛
局
が
福
島
市
に
連
絡
し
て
き
た
の
が

着
陸
か
ら
６
時
間
後
、
マ
ス
コ
ミ
が
明

ら
か
に
し
た
の
が

20
日
の
テ
レ
ビ
、

新
聞
報
道
と
い
う
状
況
で
し
た
。
日
米

帝
の
中
国
侵
略
戦
争
に
む
け
た
攻
撃
の

エ
ス
カ
レ
ー
ト
が
こ
こ
福
島
市
で
も
強

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
徹
底
弾
劾
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

反
戦
闘
争
の
爆
発
で
、
日
帝
岸
田

政
権
の
中
国
侵
略
戦
争
を
阻
止
し

よ
う日

米
首
脳
会
談
で
日
帝
岸
田
は
、
米

帝
バ
イ
デ
ン
と
一
体
で
中
国
侵
略
戦
争

に
突
入
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
侵
略
戦
争
の
前
面
に
自
衛
隊
が
立

ち
、
米
軍
と
共
に
沖
縄
・
南
西
諸
島
を

戦
場
と
し
て
戦
争
を
強
行
す
る
こ
と
を

内
外
に
宣
言
し
た
の
で
す
。
沖
縄
・
南

西
諸
島
の
戦
場
化
、
基
地
強
化
、
激
化

す
る
軍
事
演
習
は
み
な
こ
れ
に
向
け
た

重
大
な
攻
撃
で
す
。
戦
争
国
家
化
、
戦

争
体
制
の
構
築
、
日
帝
支
配
階
級
は

「
す
べ
て
を
戦
争
の
た
め
に
」
、
完
全
に

突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

暴
露
さ
れ
た
陸
自
、
海
自
の
靖
国
神
社

集
団
参
拝
、
16
日
公
表
の
経
団
連
の
政

府
へ
の
提
言
等
々
断
じ
て
許
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

今
世
界
で
は
各
国
で
労
働
者
人
民
が

反
戦
闘
争
に
一
大
決
起
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
際
反
戦
闘
争
と
共
に
８
・
６
弾

圧
を
粉
砕
し
て
５
月
沖
縄
現
地
の
闘
い

に
勝
利
し
、
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
反
戦
・

反
核
闘
争
の
爆
発
を
勝
ち
取
ろ
う
！
。

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
結
集
を
闘
い
取

り
、
国
家
権
力
と
右
翼
の
反
革
命
暴
力

を
実
力
闘
争
で
粉
砕
し
、
広
島
の
労
働

者
市
民
を
合
流
さ
せ
よ
う
！
こ
れ
が
８
・

６
暴
処
攻
撃
を
無
力
化
し
、
攻
撃
を
エ

ジ
キ
に
転
化
す
る
核
心
で
す
。
４
・
28

―
５
・
15
―
６
・
９
か
ら
８
・
６
ヒ
ロ

シ
マ
で
中
国
侵
略
戦
争
に
突
き
進
む
岸

田
政
権
を
打
倒
し
よ
う
！

3

核と原発への怒りも新たに集会を勝ち取った

（３月 11 日 福島市）

「汚染水と言うな」決議弾劾
３・11反原発福島行動実行委員会 安斎則夫

福島県議会自民党は、文科省の放射線副読本を学校で活用するこ

となどを国に求める意見書を２月定例会に提出した。意見書は日教

組・教育研究全国集会で「汚染水の放出を強行」と表記したレポー

トが提出されたことを問題視し、「ＡＬＰＳ処理水を汚染水と言うな」

というものだ。福島の怒りの圧殺と３・11 反原発福島行動破壊を狙

うものであり、８・６広島暴処法弾圧と一体の攻撃だ。３・11 実行

委は３月９日の朝刊で事態をつかむと、即座に福島駅頭に登場し、

意見書弾劾のアピールを行った。意見書は商労文教委員会で審議さ

れ、18 日に同委員会で、19 日に本会議でそれぞれ採決された。

３月 11 日、３・11 反原発福島行動 24 は全国からの４７０人の結

集で、福島の根底的怒りを中国侵略戦争に突き進む岸田政権にたた

きつけ、世界戦争・核戦争阻止の新たな闘いの出発点をうち立てた。

この地熱を受け３・11 実行委は本会議採決日の 19日、早朝から県庁

舎前に布陣し「自民意見書を粉砕しよう」と声をかけ登庁する県職

員に意見書弾劾のビラを配布した。注目度は抜群で３００枚のビラ

を瞬く間にまききった。「ご苦労さま」という声もあった。自民県議

は自身のブログでビラの写真入りで３・11 実行委の行動を伝え打撃

感をあらわにした。

中国侵略戦争を決断した岸田政権が福島圧殺のために仕掛けてき

たのが汚染水海洋放出の強行であり、それを全面的に進めよという

意見書は、岸田政権の戦争国家化攻撃そのものだ。

３・11 実行委は、反戦闘争の爆発で岸田政権打倒に攻め上ること

を宣言する。（『前進』第 3339 号より転載）



「
民
衆
の
旗
赤
旗
は

戦
士
の
屍

（
か
ば
ね
）
を
つ
つ
む
。
屍
（
し
か
ば

ね
）
固
く
冷
え
ぬ
間
に

血
潮
は
旗
を

染
め
ぬ
。
高
く
立
て
赤
旗
を

そ
の
蔭

に
生
死
せ
ん
。
卑
怯
者
去
ら
ば
去
れ

吾
ら
は
赤
旗
守
る
」
（
赤
旗
の
歌
）
が

東
京
の
労
働
者
の
間
か
ら
歌
わ
れ
出
し

た
の
は
ロ
シ
ア
革
命
４
年
後
の
１
９
２

１
年
で
し
た
。
こ
の
歌
は
瞬
く
間
に
全

国
に
広
が
り
、
こ
の
国
で
最
も
歴
史
の

長
い
革
命
歌
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
の
父
は
旧
制
松
本
高
校
を
経
て
そ

の
頃
東
大
新
人
会
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
卒
業
後
の
反
戦
活
動
が
治
安
維
持

法
違
反
と
さ
れ
て
逮
捕
さ
れ
、
実
刑
判

決
を
受
け
て
下
獄
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
員
と
し
て
労
働
運
動
を
現
場
で
闘
い

解
雇
さ
れ
、
無
産
者
託
児
所
で
働
い
て

い
た
母
は
予
防
検
束
で
あ
ち
こ
ち
の
留

置
場
を
引
き
回
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
母

の
実
弟
は
旧
制
水
戸
高
校
で
後
に
映
画

監
督
に
な
っ
た
今
井
正
氏
な
ど
と
一
緒

に
軍
事
教
練
に
反
対
す
る
闘
い
に
加
わ
っ

て
学
校
を
追
わ
れ
、
逮
捕
さ
れ
て
拷
問

を
受
け
て
い
る
現
場
を
小
説
家
鹿
地
亘

氏
に
目
撃
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
３
０
年
代
、
多
喜
二
虐
殺
の
時
代

で
す
。
後
に
母
は
、
悔
や
ん
で
も
悔
や

み
き
れ
な
い
の
は
戦
争
を
止
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
と
私
に
言
っ
て
い
ま
し

た
。戦

争
を
内
乱
へ
、
そ
し
て
革
命
へ
。

文
字
ど
お
り
実
力
闘
争
を
も
っ
て
第
一

次
大
戦
の
最
中
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

を
敢
行
し
、
闘
う
労
働
者
を
中
心
と
し

た
社
会
主
義
社
会
を
こ
の
地
上
に
出
現

さ
せ
た
の
は
１
９
１
７
年
の
ソ
ビ
エ
ト

ロ
シ
ア
で
す
。

こ
の
趨
勢
は
矛
盾
の
本
質
を
と
も
に

す
る
全
世
界
の
労
働
者
に
広
く
伝
播
す

る
こ
と
を
確
実
に
予
測
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
搾
取
と
収
奪
に
よ
り
血
に
ま

み
れ
た
利
得
を
む
さ
ぼ
っ
て
き
た
勢
力

の
命
が
け
の
体
制
生
き
残
り
作
戦
が
そ

の
時
に
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

彼
ら
の
作
戦
の
柱
の
ひ
と
つ
は
、
成

立
し
た
社
会
主
義
体
制
を
拡
大
さ
せ
な

い
反
革
命
戦
略
で
し
た
。
そ
れ
は
新
し

い
社
会
を
世
界
規
模
に
拡
大
さ
せ
よ
う

と
い
う
民
衆
決
起
に
敵
対
す
る
す
さ
ま

じ
い
抑
圧
と
反
撃
で
す
。
私
の
一
家
の

光
景
も
そ
の
流
れ
の
中
の
一
つ
の
現
象

で
し
た
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
、
自
ら

の
体
制
下
の
労
働
者
民
衆
に
、
革
命
を

経
な
く
と
も
そ
の
生
活
と
生
命
の
保
障

は
実
現
で
き
る
（
！
）
こ
と
を
示
す
こ

と
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
下
の

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
、
日
本
帝
国
主

義
下
の
恤
救
（
じ
ゅ
っ
き
ゅ
う
）
国
策

な
ど
の
本
質
は
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。

し
か
し
そ
こ
に
は
途
方
も
な
い
虚
構

が
あ
り
ま
す
。
「
資
本
家
の
大
金
庫
の

中
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
た
め
に
労
働
者

民
衆
の
小
さ
な
財
布
を
カ
ラ
に
す
る
」

こ
と
が
革
命
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
を

知
っ
た
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
も
僅
か
ば

か
り
身
を
切
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
話

で
す
。
そ
れ
は
血
の
に
お
い
が
す
る
支

配
階
級
の
大
金
庫
を
死
守
し
つ
つ
、
そ

の
中
か
ら
い
く
ら
か
の
札
束
を
取
り
出

し
て
教
育
や
福
祉
や
医
療
や
ら
に
欺
瞞

的
に
使
っ
て
労
働
者
民
衆
の
心
を
現
体

制
の
も
と
に
引
き
留
め
よ
う
と
い
う
謀

略
で
し
た
。

１
９
７
４
～

75
年
の
世
界
恐
慌
は

彼
ら
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
ま
す
。
こ

の
ま
ま
社
会
主
義
も
ど
き
の
保
障
を
続

4

4・28 沖縄デー・渋谷デモ。機動隊の規制をスクラ

ムデモで突き破って進む全学連。（4月 28 日。渋谷）

米コロンビア大学 弾圧怖れずガザ

反戦の先頭に起つ。（4月 30 日）



け
て
い
た
ら
、
自
分
た
ち
の
金
庫
の
隙

間
は
増
え
っ
ぱ
な
し
に
な
る
。
そ
の
よ

う
に
「
気
づ
い
た
」
彼
ら
が
と
っ
た
政

策
が
ほ
か
で
も
な
い
新
自
由
主
義
政
策

で
し
た
。
「
も
う
一
度
お
の
が
思
う
ま

ま
自
由
勝
手
に
搾
取
収
奪
を
展
開
す
る

懐
か
し
い
手
法
に
戻
ろ
う
」。
サ
ッ
チ
ャ
ー
・

レ
ー
ガ
ン
・
中
曽
根
と
並
べ
ら
れ
る
こ

の
政
策
主
導
者
た
ち
の
思
惑
は
、
ロ
シ

ア
革
命
か
ら
半
世
紀
に
及
ぶ
壮
大
な
欺

罔
（
き
も
う
）
工
作
の
破
綻
を
認
め
、

帝
国
主
義
諸
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化

政
策
の
根
底
か
ら
の
立
て
直
し
を
展
開

す
る
も
の
で
し
た
。

身
を
切
る
に
も
「
切
る
身
」
が
な
く

な
っ
た
、
俺
た
ち
が
獲
得
し
た
利
得
は

俺
た
ち
の
金
庫
に
収
め
さ
せ
て
く
れ
、

格
好
を
付
け
て
物
を
言
う
の
は
も
う
終

わ
り
だ
と
い
う
訳
で
す
。
結
果
、
こ
の

国
で
は
、
国
鉄
、
郵
政
、
教
育
、
司
法

な
ど
を
は
じ
め
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
労
働

者
民
衆
の
広
汎
な
生
活
分
野
が
新
自
由

主
義
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
荒
野
に
な
り

ま
し
た
。

だ
が
、
社
会
主
義
革
命
の
結
果
を
受

け
て
ひ
ね
り
出
し
た
資
本
主
義
体
制
延

命
策
が
終
わ
る
と
き
と
い
う
の
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
世
界
の
労
働
者
民
衆
が

あ
ら
た
め
て
革
命
を
正
面
か
ら
の
課
題

と
す
る
と
き
で
す
。
資
本
主
義
が
ご
ま

か
し
よ
う
も
な
い
醜
悪
な
本
性
を
世
界

の
労
働
者
民
衆
の
前
に
再
び
さ
ら
け
出

す
時
代
で
す
。
革
命
か
ら
半
世
紀
と
い

う
期
間
を
経
て
資
本
主
義
は
そ
の
正
体

を
あ
ら
た
め
て
全
世
界
の
労
働
者
民
衆

の
前
に
さ
ら
し
た
の
で
し
た
。

歴
史
的
没
落
過
程
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
対
ロ
シ
ア

戦
争
を
指
揮
監
督
す
る
。
そ
の
ア
メ
リ

カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
展

開
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
攻
撃
を
指
揮
監

督
す
る
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領

は
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
に
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
。
没
落
過
程
ゆ
え
に
展
開
さ

れ
る
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
戦
争
が
す
で

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
軍

事
同
盟
態
勢
は
、
米
中
対
立
の
非
和
解

的
な
激
化
を
背
景
に
対
中
国
戦
争
同
盟

と
し
て
の
性
格
を
急
速
に
強
め
ま
し
た
。

沖
縄
の
軍
事
要
塞
化
の
急
速
な
動
き
は

日
本
の
中
国
に
対
す
る
再
び
の
侵
略
戦

争
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
戦
争
な
し
に
は
立
ち
ゆ

か
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ
た
２
つ

の
帝
国
主
義
国
は
、
醜
悪
に
連
携
す
る

憲
兵
団
兼
強
盗
団
と
し
て
そ
の
姿
を
現

し
て
い
ま
す
。

「
中
国
の
覇
権
姿
勢
へ
の
懸
念
」
な

ど
と
声
高
に
言
う
者
に
は
「
東
洋
平
和
」

を
標
榜
し
て
２
０
０
０
万
人
を
殺
害
し

た
国
の
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
う
い
う
言
説
を
広
め
よ
う
と

す
る
戦
争
勢
力
を
暴
露
告
発
し
、
戦
争

で
多
大
の
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
も

く
ろ
む
者
ど
も
に
対
す
る
根
底
的
な
弾

劾
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
恐
慌
は
構
造
的
な
失
業
と
大
貧

困
と
戦
争
の
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
体
制
内
で
は
何
も
解
決
せ

ず
、
そ
れ
こ
そ
が
革
命
の
決
定
的
な
契

機
に
な
る
こ
と
を
私
た
ち
は
歴
史
の
教

訓
と
し
て
知
っ
て
い
ま
す
。
新
自
由
主

義
の
崩
壊
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
到

来
の
時
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
そ
の
対
決
は
言
う
ま
で
も
な

く
実
力
を
伴
う
物
理
的
な
対
決
で
す
。

支
配
勢
力
が
体
制
支
配
を
貫
徹
す
る
た

め
に
実
力
を
行
使
す
る
時
に
、
こ
れ
に

対
決
し
て
決
起
す
る
行
動
が
実
力
を
伴

う
こ
と
に
な
る
の
は
あ
ま
り
に
も
当
然

の
こ
と
で
す
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
革

命
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
反
戦
の

闘
い
を
内
乱
に
転
化
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
そ
の
力
を
も
っ
て
こ
の

社
会
を
根
底
か
ら
新
し
い
社
会
に
変
え

て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

大
き
な
展
望
で
あ
り
、
目
標
で
す
。
そ

の
思
い
を
同
じ
く
す
る
労
働
者
民
衆
が

多
い
こ
と
を
深
く
信
じ
、
強
い
決
意
を

も
っ
て
闘
い
抜
き
た
い
も
の
で
す
。

5

米イェール大学 反イスラエルデモ

（４月 22 日）

米マサチューセッツ工科大学

パレスチナ連帯行動（４月 22 日）



自
衛
隊
の
市
中
行
軍
・
治
安
出
動

訓
練
許
す
な
！

３
月

17
日
、
私
達
「
改
憲
・
戦
争

阻
止
大
行
進

板
橋
」
は
、
米
帝
と
日

帝
岸
田
の
体
制
延
命
を
賭
け
た
中
国
侵

略
策
動
の
強
ま
り
に
反
対
し
て
東
武
練

馬
駅
近
く
の
公
園
で
東
京
各
地
か
ら
の

応
援
も
得
て
「
自
衛
官
は
侵
略
の
銃
を

取
る
な
！
」
の
集
会
を
１
０
０
人
の
結

集
で
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
陸
上
自
衛
隊
の
約
３

０
０
人
が

17
、
８
人
の
小
隊
に
別
れ
、

戦
闘
服
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト･

軍
靴
で
武
装

し
都
内
の
公
道
を
白
昼
公
然
と
行
進
、

各
区
役
所
に
軍
靴
の
ま
ま
乗
り
込
む
と

い
う
異
常
な
事
態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

板
橋
区
役
所
に
お
い
て
は
こ
の
自
衛

隊
を
元
自
衛
隊
の
区
議
が
拍
手
で
迎
え

入
れ
る
と
い
う
事
態
さ
え
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
区
民
に
は
極
秘
で
彼
ら
に
は
あ

ら
か
じ
め
通
告
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

軍
隊
は
労
働
者
や
住
民
を
護
ら
な
い
。

労
働
者
民
衆
は
治
安
弾
圧
の
対
象
。
し

か
し
多
く
の
自
衛
隊
員
は
軍
服
を
着
た

労
働
者
で
す
。
私
た
ち
の
獲
得
対
象
者

で
す
。
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
必
ず

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
モ
隊

の
呼
び
か
け
に
駐
屯
地
内
や
宿
舎
か
ら

手
を
振
っ
て
応
じ
る
人
も
い
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
と
デ
モ
で
明
ら
か
に
な
っ

た
一
番
大
事
な
こ
と
は
基
地
の
中
に
い

た
隊
員
も
官
舎
に
住
ん
で
い
る
自
衛
隊

家
族
も
誰
一
人
戦
争
を
望
ん
で
い
な
い

と
言
う
事
実
で
し
た
。

集
会
後
直
ち
に
練
馬
駐
屯
地
に
向
け

デ
モ
行
進
に
起
ち
ま
し
た
。
１
０
０
人

の
隊
列
が
大
型
ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
の

市
民
の
注
目
の
中
、
練
馬
駐
屯
地
前
に

到
着
。
基
地
正
面
に
は
車
止
め
を
設
置

し
て
物
々
し
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、

す
ぐ
に
担
当
の
隊
員
が
出
て
き
ま
し
た
。

東
京
北
部
の
青
年
労
働
者
と
三
多
摩

の
仲
間
が
、
駐
屯
地
司
令
や
岸
田
あ
て

の
抗
議
申
入
書
を
堂
々
と
読
み
上
げ
て

い
る
間
、
デ
モ
隊
が
立
ち
止
ま
っ
て
声

援
を
送
る
と
、
公
安
警
察
が
激
し
く
か

つ
執
拗
に
規
制
・
弾
圧
を
し
て
き
ま
し

た
。
岸
田
政
権
と
自
衛
隊
幹
部
が
、
私

た
ち
の
闘
い
を
い
か
に
恐
れ
て
い
る
か

を
垣
間
見
た
思
い
で
し
た
。

米
日
帝
の
中
国
侵
略
戦
争
を
絶
対

に
許
す
な
！

４
・
10
日
米
首
脳
会
談
・
共
同
声
明

を
弾
劾
す
る
！
日
米
共
同
声
明
は
対
中

国
へ
の
侵
略
戦
争
に
向
け
た
日
米
安
保

同
盟
の
画
歴
史
的
転
換
で
あ
り
、
大
再

編
を
な
す
も
の
で
す
。

そ
れ
は
日
米
安
保
同
盟
発
足
以
来
、

最
大
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
（
バ
イ
デ
ン
）

と
自
賛
す
る
よ
う
に
文
字
通
り
日
米
安

保
の
中
国
侵
略
戦
争
同
盟
へ
の
大
転
換
。

世
界
戦
争
を
遂
行
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
の
飛
躍
そ
の
も
の
で
す
。

自
衛
隊
員
は
侵
略
の
銃
を
政
府
・

支
配
者
に
向
け
よ
う
！

戦
争
の
本
質
は
危
機
に
陥
っ
た
資
本

と
支
配
者
ど
も
が
そ
の
延
命
を
賭
け
て

絶
望
的
に
始
め
る
政
治
で
あ
り
、
私
た

ち
労
働
者･

市
民
に
と
っ
て
は
何
も
も

た
ら
さ
な
い
。
そ
れ
は
第
二
次
世
界
戦

争
で
戦
場
と
さ
れ
た
沖
縄
の
現
実
を
考

え
れ
ば
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
軍

服
を
着
た
労
働
者
と
し
て
の
自
衛
隊
員

に
と
っ
て
は
他
国
の
労
働
者･

市
民
に

銃
を
向
け
る
理
由
な
ど
無
い
の
で
す
。

戦
争
を
始
め
な
け
れ
ば
延
命
で
き
な
い

帝
国
主
義
を
今
こ
そ
私
た
ち
労
働
者･

市
民
が
世
界
の
仲
間
と
手
を
結
ん
で
打

ち
倒
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
世
界
は
戦
争
か
革
命
か
の
大
激

動
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
デ
ン
政

権
は
「
ロ
シ
ア
を
抑
え
つ
け
中
国
を
打

ち
負
か
す
」
と
い
う
米
中
戦
争
―
世
界

戦
争
計
画
に
日
帝
を
動
員
し
、
岸
田
は

「
実
際
に
戦
争
を
す
る
国
」
へ
突
進
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
戦
後
、
二
度
と
過

ち
は
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
い
、
粘
り
強

く
反
戦
を
闘
っ
て
き
た
日
本
労
働
者
階

級
・
市
民
の
戦
い
は
厳
然
と
し
て
健
在

で
す
。
世
界
の
労
働
者
階
級
・
市
民
の

戦
い
と
繋
が
り
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
や
っ

て
い
け
な
い
社
会
を
ひ
っ
く
り
返
し
ま

し
ょ
う
。
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第
三
次
世
界
戦
争
は
核
戦
争

岸
田
は
、
米
議
会
の
講
演
で
「
ア
メ

リ
カ
は
今
自
己
不
信
と
威
信
の
低
下
に

陥
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
米
中
戦
争
―

中
国
侵
略
戦
争
は
日
帝
自
身
が
遂
行
す

る
戦
争
に
な
っ
た
と
宣
言
し
た
。
そ
れ

は
第
一
次
・
第
二
次
大
戦
も
上
回
る
世

界
戦
争
で
あ
る
。
第
三
次
世
界
大
戦
は

長
期
の
戦
争
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
「
世
界
最
強
の
軍
事
力
」
を

も
つ
米
帝
と
い
え
ど
も
長
期
の
世
界
戦

争
を
維
持
す
る
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
。

一
定
の
段
階
で
、
そ
れ
も
早
期
の
段
階

で
先
制
的
核
攻
撃
に
出
ざ
る
を
得
な
い
。

周
知
の
と
お
り
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
既
に
出
来
て
い
る
。
だ
か
ら
中
国

侵
略
戦
争
は
絶
対
に
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
米
帝
の
世

界
支
配
を
前
提
に
し
た
反
労
働
者
国
家

だ
。
根
本
的
に
は
帝
国
主
義
の
世
界
支

配
に
屈
服
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
、

米
帝
に
か
わ
っ
て
世
界
支
配
が
で
き
る

存
在
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
先
制
的

核
攻
撃
は
米
帝
の
側
の
武
器
と
し
て
あ

る
。
そ
の
も
と
で
日
帝
岸
田
政
権
が
中

国
侵
略
戦
争
へ
の
突
入
を
宣
言
し
た
。

そ
れ
が
日
米
共
同
声
明
だ
。
日
米
同
盟

の
大
転
換
で
あ
り
、
日
帝
の
絶
望
的
突

入
だ
。
日
米
の
側
か
ら
の
世
界
支
配
の

危
機
を
突
破
せ
ん
と
す
る
世
界
戦
争
へ

の
突
入
で
あ
る
。

第
三
次
世
界
大
戦
開
始
情
勢
と
日
帝
・

岸
田
政
権
の
中
国
侵
略
戦
争
国
家
化
へ

の
大
転
換
が
自
衛
官
と
家
族
の
動
揺
と

分
岐
を
生
み
出
し
て
い
る
。
隊
内
不
祥

事
事
件
の
増
加
と
処
分
、
殺
人
的
訓
練

に
よ
る
事
故
と
自
衛
官
の
死
亡
な
ど
は

そ
の
現
れ
の
一
端
だ
。
防
大
卒
業
生
の

任
官
拒
否
者
へ
の
罰
金
制
度
導
入
（
４

８
０
０
万
円
）
は
日
帝
の
脆
弱
性
の
現

れ
で
あ
る
と
同
時
に
自
衛
隊
内
に
矛
盾

と
脆
弱
性
を
さ
ら
に
抱
え
込
む
。
愚
か

な
懲
罰
制
度
だ
。
す
べ
て
日
帝
の
危
機

と
焦
り
か
ら
発
し
て
い
る
。

反
戦
・
反
基
地
―
反
軍
闘
争
の
大
衆

的
爆
発
と
そ
の
前
進
で
兵
士
・
家
族
の

隊
内
決
起
―
反
乱
と
結
び
付
く
絶
好
の

情
勢
下
に
あ
る
。

反
戦
―
反
軍
闘
争
の
前
進
が
兵
士

と
の
合
流
を
可
能
と
す
る

階
級
闘
争
―
階
級
戦
争
が
発
展
す
れ

ば
必
然
的
に
革
命
と
反
革
命
の
暴
力
的

激
突
に
至
る
。
実
力
闘
争
は
そ
こ
に
至

る
過
程
だ
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
暴

力
革
命
。
国
家
暴
力
は
１
％
の
支
配
階

級
が
（
大
企
業
は
全
産
業
の
わ
ず
か
０
・

３
％
）
99
％
の
被
支
配
階
級
を
分
断
・

搾
取
・
支
配
し
、
抑
圧
を
維
持
す
る
た

め
の
装
置
だ
。

そ
し
て
侵
略
戦
争
は
１
％
の
支
配
階

級
の
利
益
と
延
命
の
た
め
に
発
動
す
る

国
家
暴
力
の
最
た
る
も
の
だ
。
岸
田
政

権
は
今
、
日
米
首
脳
会
談
―
日
米
安
保

再
改
定
と
も
い
う
べ
き
大
転
換
で
米
中

戦
争
―
中
国
侵
略
戦
争
に
絶
望
的
に
突

進
し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
が

没
落
米
帝
の
危
機
。
米
帝
基
軸
の
世
界

体
制
の
崩
壊
だ
。
そ
の
崩
壊
と
危
機
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
引
き
出
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
抹
殺
の
ガ

ザ
攻
撃
を
引
き
出
し
、
中
東
全
域
へ
の

戦
争
拡
大
の
危
機
を
も
引
き
出
し
て
い

る
。
支
持
率

10
％
台
と
い
う
岸
田
政

権
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
現
実
の
中
に
米
帝
末
期
の
危
機
が
現

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
人
類
は
「
戦
争
か
、

革
命
か
―
世
界
戦
争
か
、
世
界
革
命
か
」

に
直
面
し
て
い
る
。

革
命
と
反
革
命
の
激
突
は
革
命
的
暴

力
と
反
革
命
暴
力
・
国
家
暴
力
と
の
非

和
解
の
激
突
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
は
こ
の
国
家
暴
力
を
革
命
的
暴
力

に
よ
っ
て
打
ち
砕
く
こ
と
な
し
に
は
不

可
能
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
こ
の
現

実
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
組
織
さ
れ
た
国
家
暴
力
に
対

し
て
軍
事
的
に
は
劣
勢
な
労
働
者
階
級

が
革
命
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
の
軍
事
力
に

即
軍
事
力
で
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
反

戦
闘
争
の
大
衆
的
爆
発
、
階
級
的
労
働

運
動
の
前
進
を
も
っ
て
国
家
暴
力
―
警

察
・
軍
隊
と
の
激
突
を
経
験
し
、
弾
圧

を
粉
砕
し
つ
つ
、
そ
の
経
験
を
積
み
重

ね
、
そ
の
過
程
で
労
働
者
階
級
人
民
が

武
装
し
、
武
装
を
強
化
し
、
優
勢
な
帝

国
主
義
を
革
命
的
暴
力
で
打
倒
で
き
る

軍
勢
へ
と
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
以
外
に
い
か
な
る
方
法
も
な

い
。反

戦
・
反
基
地
闘
争
の
大
行
進
運
動

で
軍
隊
を
包
囲
し
、
戦
争
と
治
安
出
動

拒
否
、
命
令
拒
否
を
呼
び
か
け
、
反
乱

に
立
ち
上
が
る
条
件
を
広
範
に
つ
く
り

だ
す
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
究
極
的
に

は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
側
へ
の
兵
士

の
移
行
・
獲
得
が
絶
対
的
課
題
と
な
る
。

そ
れ
を
獲
得
し
て
い
く
の
が
反
戦
―
反

軍
闘
争
だ
。
こ
こ
で
の
言
及
は
避
け
る
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が
、
非
公
然
・
非
合
法
党
建
設
的
な
隊

内
工
作
は
別
次
元
の
闘
い
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

帝
国
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
軍
隊

が
い
か
に
近
代
兵
器
で
武
装
し
よ
う
と

も
、
そ
れ
を
手
に
し
て
い
る
の
は
軍
服

を
着
た
労
働
者
・
農
民
、
そ
し
て
未
来

を
奪
わ
れ
て
い
る
青
年
だ
。
労
働
者
党

と
階
級
は
彼
ら
彼
女
ら
を
根
底
的
に
信

頼
し
、
と
こ
と
ん
依
拠
し
、
隊
内
決
起

を
呼
び
か
け
、
獲
得
し
、
労
働
者
階
級

人
民
と
と
も
に
反
乱
に
決
起
す
る
こ
と

を
不
断
に
呼
び
か
け
る
。
全
国
で
呼
び

か
け
る
。
そ
れ
が
反
戦
―
反
軍
闘
争
。

階
級
的
労
働
運
動
と
反
戦
―
反
軍

闘
争
の
結
合

侵
略
戦
争
を
革
命
に
転
化
す
る
力
の

土
台
は
、
反
戦
闘
争
を
基
軸
と
す
る
労

組
の
建
設
―
階
級
的
労
働
運
動
の
前
進

だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ
―
ゼ
ネ
ス
ト
を
打
ち

抜
け
る
労
組
建
設
だ
。
ゼ
ネ
ス
ト
を
労

働
者
自
己
解
放
へ
の
闘
い
へ
と
推
し
進

め
る
こ
と
の
で
き
る
労
働
組
合
の
建
設

で
あ
る
。
ゼ
ネ
ス
ト
を
武
装
蜂
起
に
転

化
で
き
る
労
組
と
労
働
者
党
の
一
体
的

建
設
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
労
組

と
労
働
者
革
命
党
は
別
個
だ
。
だ
が
階

級
と
党
は
ゼ
ネ
ス
ト
―
武
装
蜂
起
と
労

働
者
自
己
解
放
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

を
め
ざ
す
も
の
と
し
て
一
体
的
に
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の

建
設
に
全
存
在
を
か
け
て
突
進
す
る
目

的
意
識
性
と
実
践
的
行
動
力
が
問
わ
れ

て
い
る
。
今
そ
れ
が
根
底
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
。
労
働
者
党
の
指
導
部
が
そ

の
最
先
頭
に
立
つ
と
い
う
こ
と
。

資
本
・
国
家
権
力
と
の
非
和
解
の
激

突
は
職
場
・
生
産
点
に
お
い
て
も
、
街

頭
に
お
い
て
も
、
同
一
だ
。
こ
の
二
つ

を
結
び
つ
け
る
階
級
闘
争
が
反
戦
闘
争

―
反
軍
闘
争
だ
。
職
場
や
街
頭
闘
争
に

お
い
て
逮
捕
・
投
獄
を
恐
れ
て
は
な
ら

な
い
。
流
血
の
激
突
を
恐
れ
て
は
な
ら

な
い
。
倒
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
ら

な
い
。
倒
れ
れ
ば
、
必
ず
、
新
た
な
指

導
部
が
生
ま
れ
る
。
実
力
闘
争
の
激
突

が
漸
進
し
、
革
命
と
反
革
命
の
激
突
が

労
働
者
人
民
を
鍛
え
る
と
同
時
に
青
年

と
学
生
の
新
た
な
決
起
を
生
み
出
す
。

そ
れ
が
階
級
闘
争
で
あ
り
、
革
命
運
動

が
内
包
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
だ
。
こ
の

全
過
程
と
革
命
的
前
進
の
中
か
ら
労
働

者
階
級
人
民
と
青
年
・
学
生
の
人
間
的

未
来
が
切
り
開
か
れ
る
。
革
命
戦
争
は

生
と
死
を
分
か
つ
激
し
さ
が
あ
る
。
革

命
の
た
め
の
死
を
恐
れ
ず
に
突
き
進
も

う
。

兵
士
と
の
団
結
は
労
働
者
と
の
団

結
か
ら
は
じ
ま
る

兵
士
と
の
団
結
は
職
場
の
労
働
者
と

の
団
結
か
ら
は
じ
ま
る
。
労
働
者
と
団

結
し
、
組
織
す
る
職
場
の
闘
い
こ
そ
が
、

兵
士
と
団
結
し
、
兵
士
を
組
織
し
、
兵

士
を
獲
得
し
、
軍
隊
を
解
体
し
、
革
命

の
側
に
兵
士
を
移
行
さ
せ
る
実
力
と
能

力
形
成
に
転
化
す
る
。
労
働
者
人
民
を

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
組
織
す
る
実
践

と
能
力
が
革
命
の
土
台
で
あ
る
。
土
台

の
な
い
と
こ
ろ
に
家
は
建
た
な
い
。
帝

国
主
義
支
配
階
級
に
と
っ
て
は
労
働
者

も
兵
士
も
「
奴
隷
」
で
あ
り
「
使
い
捨

て
の
駒
」
で
し
か
な
い
。
労
働
者
と
兵

士
を
獲
得
す
る
能
力
―
宣
伝
・
扇
動
の

能
力
は
本
質
的
に
も
現
実
的
に
も
一
体

で
あ
り
、
同
質
だ
。
繰
り
返
す
が
自
衛

官
へ
の
戦
争
反
対
の
訴
え
、
侵
略
の
銃

は
と
る
な
、
握
る
な
、
防
衛
出
動
と
治

安
出
動
命
令
を
拒
否
せ
よ
の
呼
び
か
け

は
隊
内
か
ら
の
決
起
と
反
乱
の
呼
び
か

け
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
意
識
的
で
不
断

の
呼
び
か
け
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力
を
打
ち
立
て

る
強
力
な
武
器
に
転
化
す
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
ガ
ザ
―
中
東
情

勢
も
米
中
戦
争
―
世
界
核
戦
争
情
勢
を

加
速
さ
せ
、
帝
国
主
義
と
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
の
危
機
は
日
々
、
深
ま
っ
て
い
る
。

「
蜂
起
は
技
術
で
あ
る
（
レ
ー
ニ
ン
）」。

こ
れ
は
決
定
的
瞬
間
を
逃
さ
ず
、
掴
み

取
る
能
力
と
技
術
だ
。
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
な
ら
ば
、
第
三
次
世
界
戦
情
勢
は

ま
さ
に
大
行
進
運
動
と
反
戦
―
反
軍
闘

争
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
飛
躍
的

拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
今
が
そ
の
時
だ
。

連
帯
し
侵
略
を
内
乱
へ
！
祖
国
擁
護
拒

否
！
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
と
も
に
進

撃
し
よ
う
！

8

反軍闘争の戦略的課題

（１）反戦・反基地闘争―反軍闘争の爆発を推し進める。
（２）自衛隊兵士に侵略戦争の銃をとるな、握るな、防衛出動と治安出動命

令を拒否しようの日常的呼びかけとその行動、これが反乱の組織化へ。
これを土台に
（３）隊内で兵士が人間として生き抜くために必要な権利の獲得。隊内暴力、

パワハラの廃止運動の呼びかけと組織化。
（４）上記の強力な推進とは別個で独自の意識的計画的隊内工作。軍隊

内に労働者階級と結合し、プロレタリア革命を目指す非合法・非公然
革命党の軍隊内細胞組織を目的意識的計画的に建設する闘い。兵
士委員会の建設。

（５）上記を一体的に推進する労働者党組織建設・指導部建設。軍事委員
会の建設。

世
界
革
命
情
勢
下
、
革
命
の
戦
取
に
向
け

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
、
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
は
今
号
を

も
っ
て
発
展
的
に
廃
版
と
し
ま
す
。

―
編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
―


